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合計 3 ， 450 匹主 3 ， 500 匹

② 乙神社担当者の発言内容からの推計

乙神社担当者は、「約 1 ， 000'"'-'1 ， 500 匹を直接元飼育担当職員に渡し仕分け

をお願いしたものJ としており、これに従うと写真の箱内の 4 袋に 1 ， 000'"'-'

1 ， 500 匹入っていることになり、 1 袋当たり、 1 ， 000 匹 --:-4 袋 =250 匹/袋と

なる。これに基づくと次のとおり、 7 ， 500 匹と推計される。

[80 サイズ] (100 サイズの 60怖の容積)

ゲンジボタル 250 匹/袋 X2 袋 x0.6 x 3 箱 (H26/6/7"-'6/16) = 900 匹

へイケボタル 250 匹/袋 X2 袋 XO.6X12 箱 (H26/6/17"-'8/15) =3 , 600 匹

[100 サイズ]

ゲ、ンジボ、タル 250 匹/袋 X2 袋 X3 箱 (H26/6/7 "-'6/16) = 1 ， 500 匹

へイケボタル 250 匹/袋 X2 袋 X3 箱 (H26/6/17'"'-'8/15) = 1 ， 500 匹

合計 7 ， 500 匹

③ 保育園児のホタル放流イベント

生息調査時において、飼育棟内のホタル見学者専用水槽(生態水槽とは別

水槽)を調査したが、ホタルは確認で、きなかった。また、飼育棟では、生息

調査後の羽化終了 (9 月 14 日)までに、ゲンジホタルの幼虫が 10 匹、へイ

ケボタルの幼虫が 2 匹、そして成虫が 7 匹確認されたのみであった。

元飼育担当職員によると、ホタル飼育は、卵から解化後、幼虫をせせらぎ

に入れ、飼育していたと発言していたことなど、飼育棟には、放流するほど

のホタルは、存在していなかったと考えられる。

放流するには、せせらぎ及び屋外ピオトープから採取しなければ、ホタル

の確保は、難しい状況であったと考える。しかし、当時の区職員によると、

せせらぎ等から採取したことは知らないとのことである。

こうしたことから、イベントで用いる幼虫、ゲンジボタルとへイケボタル

175 匹は、持ち込まれていたと考えられる。

④ 持込み量の考察

「箱詰めホタル写真による推計」と「乙神社担当者の発言内容からの推計」

を比べた場合、前者は、袋の中の葉の裏に隠れているホタル数が分からない

ため、正確性に欠ける。

後者については、乙神社担当者の発言数量に基づく、数量が入っている写

真であると考えられるため、これに基づいた推計の方が妥当であると考える。

したがって、 21 箱の 7 ， 500 匹と放流イベント 175 匹で 7 ， 700 匹程度のホタ

ルが持ち込まれた可能性が高い。

3 塩基配列解析 (D N A) 調査に係る考察

(1 ) ゲンジボタル

今回のDNA調査により、ホタル生態環境館のゲ、ンジボ、タルは、西日本地方

のDNAを持ったホタルで、あることが判明した。これまで元飼育担当職員は、

平成元年にゲ、ンジボ、タルの卵を福島県大熊町から採取し、平成 2 年の夏に羽化

を成功させて以来、毎年累代飼育を重ねてきたと報告してきた。また、この累
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代飼育技術は、板橋区のみの技術であると区内外に発表してきた。

しかし、今回のDNA調査により、 DNA型がグループ 1 (東北・北関東)

に属するゲンジボタルが見られないことから、累代飼育は、継続されていなか

ったことが考えられる。平成元年当時、現地で卵を採取したと言っていたこと

から、福島県大熊町に自生していたゲンジボタルであれば、当時から、現地の

ゲンジホタルが西日本及び中部・東海で、あったとは考えがたく、後に西日本及

び中部・東海のものであるものが、ホタル生態環境館に人為的に移動された(持

ち込まれた)可能性があると考えられる。

このことは、累代に及ぶ板橋育ちのホタルが現時点において存在していない

ことを意味する。

(2) へイケボタル
元飼育担当職員は、平成元年にへイケボ、タルの卵を栃木県栗山村(現日光市)

から採取し、ゲンジボタルと同様に毎年累代飼育を重ねてきたと報告してきた。

へイケボタルは、ゲンジボタルのような集団間の分化はそれほど進んでおらず、

グ、ルーフ。の特定はできないが、今回得られた解析遺伝子情報データを用いて、

さらに前述した参考文献f[2]ホタルの系統と進化ーミトコンドリアDNAから

のアプローチ(鈴木浩文:昆虫と自然 39(8).2004) J 等の論文の著者である鈴

木浩文氏(日本ホタルの会 副会長博士(理学))にハプロタイプを調べて

もらった。その結果、九州、山東海地方の一部に見られるHタイプのDNAを持

つへイケボタルとその他の北海道から東北、関東、中部、東海地方で広く見ら

れるAタイプのDNAを持つへイケボタルであることが推定された。
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